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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

　2015年 12月定例議会では、16人が一般質問に立ち日本共産党からは福田くみ子議員が
少子化対策や子育て支援の中核的施策である保育行政や市長の政治姿勢等について質しま
した。本市では、賛否両論あるＬＲＴ事業に巨額の税金が投じられようとしています。一
億総活躍の掛け声で、市民の願いはどうなるのか問いました。

　「質の低下を容認する安上がり
保育政策、保育を金儲けの道具と
することに道を開くもの」これが
新制度の本質。劣悪な労働環境と
未熟な保育力量は、虐待の温床に
つながります。
　保育士不足も待機児童解消も新
制度で解決はできません。
　子どもの権利を保障する視点に
立った保育士の処遇改善なしに、
保育の質は維持できません。子ど
もの権利保障を担保する児童福祉
法第 24 条１項を充分生かした保
育政策となるよう今後もしっかり
論戦をしていきたいと思います。

劣悪な労働環境と未熟な
保育力量は、虐待の温床
　　　　    （福田議員のコメント）

　
認
可
外
保
育
施
設
「
と
い

ず
」
で
９
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん

死
亡
事
件
に
つ
い
て
日
本
共

産
党
は
、
こ
の
問
題
を
正
面

か
ら
取
り
上
げ
、
２
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
の
対
策
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
市
は
、
裁
判
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
詳
細

を
明
ら
か
に
せ
ず
、
市
は
、「
児

童
福
祉
法
や
指
導
監
督
に
つ

い
て
国
の
指
針
に
基
づ
い
て

行
っ
て
お
り
、
適
切
に
対
応

し
た
。」「
消
防
・
建
築
指
導

課
と
の
合
同
の
立
ち
入
り
や

夜
間
の
立
ち
入
り
を
行
う
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
、
こ

の
指
針
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
国
の
動
向
を

見
守
り
た
い
」
と
も
述
べ
、

市
が
主
体
と
な
っ
て
再
発
防

止
策
を
と
る
こ
と
に
消
極
的

で
す
。

市
の
責
任
認
め
る
べ
き

福
田
議
員
の
質
問

１
、「（
虐
待
が
行
わ
れ
て
い

る
と
の
）
告
発
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
市
の

立
ち
入
り
調
査
で
は
、
事
実

確
認
が
さ
れ
た
と
は
言
え
な

い
。
市
の（
指
導
監
督
）責
任

を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

２
、
抜
き
打
ち
で
の
立
ち
入

り
調
査
を
や
る
べ
き
と
の
立

場
か
ら
、「（
積
極
的
に
）
や

ら
な
い
理
由
」
に
つ
い
て

３
、
「
第
３
者
評
価
を
義
務

付
け
る
こ
と
」
に
つ
い
て

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
川
中
子
こ

ど
も
部
長
は
、
こ
れ
ま
で
の

立
場
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
福
田
議
員
は
、
「
指
針
に

沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
い

た
結
果
と
し
て
、
今
回
は
重

大
な
事
態
と
な
っ
た
。
指
針

以
上
の
対
策
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。
」
ま
た
「
今
日
も

多
く
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
保

育
所
に
預
け
ら
れ
て
い
る
。

国
待
ち
で
は
な
く
市
が
１
日

も
早
く
、
信
頼
で
き
る
対
策

を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
の
か
。」

と
迫
り
ま
し
た
。

　
福
田
議
員
は
、「
今
後
も

抜
き
打
ち
で
の
立
ち
入
り
調

査
と
第
３
者
評
価
の
義
務
付

け
を
求
め
て
い
く
」
と
し
て

い
ま
す
。

LRT座席数は3両で53席

「
と
い
ず
」
あ
か
ち
ゃ
ん
死
亡
事
件

２
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

掲
載
で
き
な
か
っ
た
項
目

＊
被
災
者
支
援
に
つ
い
て 

＊
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
　
＊
多
胎
妊
婦
へ
の

健
康
診
査
の
追
加
助
成
に
つ
い
て
　

福
田
議
員
の
質
問

１
、
児
童
福
祉
法
第
24
条
１
項
（
保

育
所
に
お
け
る
市
町
村
の
保
育
の
実

施
義
務
を
定
め
た
も
の
）
の
意
義
は
？

２
、
保
育
所
を
希
望
し
な
が
ら
、
保

育
所
以
外
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
い

児
童
は
、
何
人
か
。
待
機
児
童
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

３
、
保
育
士
の
資
格
要
件
に
大
き
な

違
い
の
あ
る
小
規
模
保
育
事
業
Ｂ
、

Ｃ
型
に
つ
い
て
利
用
者
へ
の
納
得
の

い
く
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か

４
、
今
後
二
十
九
年
度
ま
で
に
新
た

に
０
〜
２
歳
児
１
５
０
０
名
分
の
保

育
サ
ー
ビ
ス
枠
を
増
や
し
、
そ
の
う

ち
４
０
０
名
分
を
主
に
小
規
模
保
育

事
業
で
整
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

全
員
保
育
士
の
資
格
を
要
す
る
Ａ
型

で
整
備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

小
規
模
保
育
事
業

基
準
に
大
き
な
差

保
育
料
は
同
じ
！

保
育
士
有
資
格
者
割
合

Ａ
型
　
全
員� 

Ｂ
型
　
半
分

Ｃ
型
　
０
（
一
定
の
研
修
の
み
）

　
答
弁
で
は
、
児
童
福
祉
法
24
条
に

つ
い
て
、「
保
護
者
の
希
望
に
応
じ
た

利
用
調
整
に
よ
り
保
育
の
提
供
を
す

る
」
な
ど
と
１
項
の
理
念
を
無
視
し
、

保
育
所
に
お
け
る
市
の
保
育
実
施
義

務
を
定
め
た
24
条
１
項
と
、
そ
れ
以

外
の
直
接
契
約
の
施
設
や
事
業
の
利

用
調
整
を
定
め
た
２
項
を
混
同
視
し

保
育
の
公
的
責
任
を
矮
小
化
し
た
国

言
い
な
り
の
内
容
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
所
以
外
を
利
用
せ
ざ

る
を
え
な
い
児
童
は
46
名
い
る
こ
と

も
判
明
し
ま
し
た
。

市
の
責
務
に
大
き
な
違
い

―
―
―
―
―
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
の
課
題

子
ど
も
の
権
利
保
障
す
る
保
育
制
度
を

！！

保
育
所
（
児
童
福
祉
法
24
条
１
項
）↓
市
が
「
実
施
義
務
」

認
定
子
ど
も
園
や
地
域
型
保
育
事
業
な
ど

　
直
接
契
約
の
事
業（
24
項
２
項
）↓
市
は
「
利
用
調
整
」
の
み

（
質
問
要
旨
）

福
田
議
員
の
質
問

１
、（
昨
年
４
月
の
）文
科
省
通
知
「
性
同
一

性
障
害
に
係
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め

細
や
か
な
対
応
の
実
施
」へ
の
本
市
の
対
応

２
、
２
０
０
６
年
６
月
議
会
で
取
り
上
げ

た
申
請
書
類
で
必
要
の
な
い
性
別
欄
の
廃

止
、
市
職
員
等
へ
の
理
解
促
進
、
男
女
共

同
参
画
へ
の
位
置
づ
け
と
こ
の
間
の
取
り

組
み
と
到
達
点
に
つ
い
て

３
、
結
婚
に
相
当
す
る
関
係
と
認
め
る
条

例
に
つ
い
て
　
の
３
点
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
の
答
弁
で
は
、「（
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
加
え
）
来
年
度
は
、
専
門
家

を
招
い
て
の
市
主
催
の
研
修
会
を
行
う
な

ど
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、
安
心
し
て
相

談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
」
こ
と

を
明
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
所
に
お
け
る
申
請
書
類
に
つ

い
て
も
現
在
３
６
１
種
類
中
１
５
０
種
類

に
つ
い
て
性
別
欄
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

LGBT（性的マイノリティ）の児童生徒が
　　　安心して相談できる環境づくりを

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
？
　
レ
ズ
ビ
ア
ン
、ゲ
イ
、バ

イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭

文
字
。
人
口
の
お
よ
そ
７
・
６
％
と
の
調
査

結
果
も
。
文
科
省
の
調
査
で
は
わ
か
っ
て
い

る
だ
け
で
６
０
６
件
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　市が示している需要予測によれば、ピ
ーク時の乗車率は 150％で 232人、車両の
席数は 3両で 53席とのことです。圧倒的
多数の方が、立って 40分近くを乗車する
こととなります。快適性からするとむし
ろ企業バスが優位ではないか？最新の需
要予測では、企業バスからの転換は２分
の１と見ているとの
こと。快適な企業バ
スから、ＬＲＴへ果
たしてのりかえるで
しょうか？

一般質問をする福田くみ子議員
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　日本共産党宇都宮市議
員団では、市民の皆さん
の声を市政に届けるため、
最大限の努力をしており
ます。市民の皆さんと市
議員団をつなぐ「ほっと
らいん」としてお届け致
しますので、ご一読いた
だければ幸いです。皆さ
んのご意見、ご要望等ど
しどしお寄せ下さい。

市民の皆さんへ

検  索

スポット
ライト
スポット
ライト

定例無料 市政・法律なんでも相談会定例無料 市政・法律なんでも相談会

※弁護士が協力します。プライバシー厳守
※相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡下さい。

日本共産党宇都宮市議員団

■ 2 月13日G

電話 632-2622   FAX 632-7753
電話 634-8722（休日夜間など）

時間はいずれの日も午後2時～4時 

総合コミセン 創作室
■ 3 月12日G

★お急ぎの方はいつでもご連絡下さい。

市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活
環境、介護、子育て、すまいの問題、多重債
務、市民生活について、その他なんでも

杭工事データ偽装 本市の状況は！

Voters Bar in 宇都宮
｝

図書館は「地域の知の拠点」

建
設
常
任
委
員
会
で
荒
川
議
員

　
横
浜
市
の
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
傾
斜

に
端
を
発
し
た
杭
打
ち
工
事
デ
ー
タ

偽
装
は
、
民
間
建
物
だ
け
で
な
く
学

校
な
ど
公
共
施
設
に
も
広
が
る
な
ど

深
刻
化
、
業
界
全
体
に
蔓
延
し
て
い

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

荒
川
議
員
は
、
現
時
点
で
の
宇
都
宮

市
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

杭
基
礎
採
用
の
公
共
施
設

　
44
件
あ
り

　
市
担
当
課
長
は
、「
公
共
施
設
の

過
去
10
年
間
に
杭
基
礎
採
用
の
建
築

物
は
44
件
あ
る
。
当
時
の
資
料
を
ひ

も
解
き
調
査
し
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
改
ざ
ん
は
な
い
と
把
握
し
て

い
る
。
ま
た
、
民
間
で
は
、
旭
化
成

建
材
に
関
す
る
も
の
は
県
内
で
17
件

あ
る
。
デ
ー
タ
改
ざ
ん
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
調
査
に
基
づ
い
て
国
・
県

を
通
じ
て
改
ざ
ん
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

だ
け
自
治
体
に
連
絡
が
来
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の

連
絡
は
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

業
界
任
せ
の
自
主
点
検
で
は

住
民
・
利
用
者
の
安
全
が
二
の
次
に

　
荒
川
議
員
は
、
１
９
９
８
年
の
建

築
基
準
法
改
定
で
、
そ
れ
ま
で
地
方

自
治
体
の
建
築
主
事
が
建
築
確
認
・

検
査
を
行
っ
て
い
た
も
の
を
民
間
の

「
指
定
確
認
検
査
機
関
」
に
門
戸
開

放
し
た
規
制
緩
和
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
根
本
に
あ
る
の
は
、
建

物
の
安
全
性
確
保
が
民
間
企
業
任
せ

に
さ
れ
、
国
や
地
方
自
治
体
が
責
任

を
負
わ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
構
造
改
善
が
急

務
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

南図書館指定管理の更新（2015年度末）に反対
　
宇
都
宮
市
南
図
書
館
が
今
年

度
い
っ
ぱ
い
で
指
定
管
理
の
更

新
時
期
を
迎
え
ま
す
。
12
月
議

会
に
は
、
紀
伊
国
屋
書
店
・
大

高
商
事
・
藤
井
産
業
・
日
比
谷

花
壇
の
共
同
事
業
体
へ
の
Ｈ
28

年
度
か
ら
Ｈ
32
年
度
ま
で
の
指

定
管
理
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
料
は
総
額
で
６
億

１
千
万
円
、
年
平
均
で
１
億
２

２
０
０
万
円
で
す
。

図
書
館
に
指
定
管
理
者
制

度
は
な
じ
ま
な
い
！

　
図
書
館
法
で
は
図
書
館
の
働

き
を
、
図
書
や
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
絵
画
、
そ
の
他
の
資

料
を
収
集
し
、
利
用
者
が
使
い

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
、
無

料
で
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
そ
も

そ
も
「
行
革
」
の
手
段
と
し
て

導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
コ
ス
ト

の
削
減
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

事
業
者
も
３
年
か
ら
５
年
が
契

約
期
間
（
宇
都
宮
で
は
５
年
）

で
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
な
ど
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
は
、
誇

り
を
持
っ
て
働
き
、
人
と
し
て

尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
た
め
の

雇
用
条
件
を
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
が
困

難
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
図
書
館
が
地
域
の
「
知
の
拠
点
」

と
し
て
の
役
割
を
将
来
に
わ
た

っ
て
果
た
す
こ
と
を
期
待
す
る

に
は
、
指
定
管
理
者
制
度
は
な

じ
ま
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、

公
平
性
を
保
つ
「
図
書
館

協
議
会
」
の
復
活
を

　
ま
た
宇
都
宮
市
で
は
、
市
民

参
加
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

図
書
館
法
で
も
定
め
ら
れ
て
い

る
図
書
館
協
議
会
（
努
力
義
務
）

を
廃
止
し
て
し
ま
い
、
図
書
館

協
議
会
に
代
わ
る
市
独
自
の
参

考
人
制
度
が
作
ら
れ
、
社
会
教

育
審
議
会
を
補
完
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
募
枠

も
な
く
、
人
選
や
召
集
も
一
方

的
で
、
公
開
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
公
平
性
の
担
保
も
、

住
民
に
開
か
れ
た
図
書
館
と
し

て
維
持
さ
れ
る
の
か
も
保
証
さ

れ
て
い
る
と
い
え
ま
せ
ん
。

図
書
館
の
評
価
は

目
先
の
利
便
性
や

コ
ス
ト
だ
け
で
は
な
い

　
福
田
く
み
子
議
員
は
、
常
任

委
員
会
の
審
議
の
中
で
、「
目
先

の
利
便
性
や
、
コ
ス
ト
だ
け
で

は
図
書
館
の
評
価
は
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
の
声
を
公
平
に
反
映
さ
せ
、

地
域
の
『
知
の
拠
点
』
と
し
て

の
役
目
を
、
こ
れ
か
ら
先
20
年
・

30
年
と
果
た
せ
る
図
書
館
を
維

持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
法
的
位
置
づ
け
の
あ
る
『
図

書
館
協
議
会
』
を
復
活
さ
せ
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
５
年
ご
と

に
契
約
更
新
さ
れ
る
指
定
管
理

で
は
、
司
書
等
の
人
材
育
成
は

困
難
で
す
。
図
書
館
の
運
営
は

直
営
に
戻
す
べ
き
で
す
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

宇都宮市立南図書館

日本共産党

　マイナンバー制度の運用が 1

月 4 日から始まりました。市
の窓口での社会保障や税の手
続きの一部などで番号提示が
求められます。
　ところが、本人に番号を知
らせる「通知カード」を届け
る作業は、本市では 1 月 7 日現
在、15,256 世帯に届いていま
せん。自分の番号を知ること

が制度運用の大前提だという
のに、それすらできない人が
全国では 550 万世帯も残され
ていること自体がこの制度の
矛盾です。
　このような状態で、国民の
プライバシーに直結する制度
を見切り発車する政府の進め
方は、あまりにも危険、乱暴
の極みです。

　マイナンバー制度は、徴税
強化や社会保障費抑制を狙っ
た政府の動機から出発したも
ので国民には不利益ばかりです。
　政府は普及と活用の拡大ば
かりに力を入れていますが、
個人番号カードはいまのとこ
ろ身分証明以外にほとんど使

い道はありません。多くの個
人情報が集積されている個人
番号カードを持ち歩く方がよ
っぽど危険です。
　市民の個人情報をリスクに
さらすこの制度は中止、凍結
し廃止への検討こそ市民の利
益にかないます。

何のためのマイナンバー？

マイナンバー始動
　不安と懸念は深まるばかり

　
若
者
と
政
治
の
接
点

つ
く
り
を
テ
ー
マ
に
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ

と
共
同
で
地
方
議
員
と

若
者
の
気
軽
な
飲
み
会

交
流
イ
ベ
ン
ト
「
Ｖ
ｏ

ｔ
ｅ
ｒ
ｓ 

Ｂ
ａ
ｒ 

ｉ
ｎ 

宇

都
宮
」
が
12
月
議

会
を
前
に
開
か
れ
、

福
田
く
み
子
議
員

ら
４
人
の
市
議
が

参
加
し
、
約
20
人

の
若
者
に
、議
員
に

な
っ
た
き
っ
か
け
や
、

政
治
家
を
目
指
し

た
理
由
や
や
り
が

い
な
ど
を
語
り
交

流
し
ま
し
た
。

　
福
田
議
員
は
、

「
18
歳
選
挙
権
は
、夏
の

参
議
院
選
挙
か
ら
で
す
。

主
権
者
と
し
て
の
教
育

が
大
き
な
課
題
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

大
変
期
待
さ
れ
る
取
り

組
み
で
す
。」
と
述
べ

て
い
ま
す
。


